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リアルタイム計測震度（毎秒計算）を用いた地震速報　－自立型計測震度計の開発－
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現在，運用されている緊急地震速報は，通常震源近傍の観測点への入射Ｐ波から震源情報（震央・規模）を求めた後
に震度推定しているため，最大震度推定の瞬間的判断が困難であることが問題視されている。　元来、観測される地震
波の振幅は，震源での輻射特性，経路の伝播特性，観測点の増幅特性の複合特性として表現されるため，入射Ｐ波から
地震規模を推定して最大震度を瞬時に判断することは困難を伴う。
一方，日本国内における計測震度観測点の現状は，地方自治体により整備されたものを含めると，かなり高密度に展

開されている。これらの、計測震度観測装置の震度演算は入射地震波１０秒毎に行われ，１分間の最大値を各地の震度
として発表されている。しかしながら、これら高密度展開された観測網のリアルタイム計測震度（毎秒）の算出を可能
にすれば，地震（震度）の発生をリアルタイムで監視することを可能とし，設定基準以上の震度の地震の発生と，距離
減数に基づいた各地の推計震度の発表を迅速かつ精度良く行うことができる。かつ，震度およびその分布から，想定活
断層・震源域の活動監視をも可能とするものである。
リアルタイム計測震度を用いた地震速報は，緊急地震速報の迅速・正確化を促進するものである。さらには，常時通

信回線に接続された高密度の観測網からのデータを，(1)観測点名（番号）(2)計測震度　 (3)発現時間の配信または直接
データを受信して，距離減衰、自局のサイト特性を考慮した最大震度と発現時刻を瞬時に求めることにより，従来より
も更に断層近傍での効果的な地震防災・減災情報として役立てることができる。上記，配信または直接データを各観測
点別（観測点テーブルを参照して）震度または発現時刻を表示することにより震源域の推定が可能に，また，オンサイ
トセンサによる観測震度・時刻を表示，入射Ｐ波から最大震度を推定すること等も可能にする，いわば「自立型計測震
度計」の開発を，我々は現在進めている。


